
演題：「自立を育む『無人島式』子育てメソッド
～今こそ失敗・協同・役割体験を！～」

講師：NPO法人生涯学習サポート兵庫 理事長
やまさん 【 山崎 清治（やまさき せいじ） 様 】

令和６年７月18 日

～みんなで育もう 家庭・地域のたからである子どもたちを～
日時：６月23日(日)午後１時～ 場所：京都医療科学大学

• 子どもたちに失敗する経験をさせる大切さをあらためて感じました。
体験を経験にすること、会話を対話にすること、我が家でも勤務校
でも意識していきたいです。

• 子どもに役割を持たせることがとても大切であることを改めて感じ
ました。大人が先回りをして、子どもが困らないようにすることは、
子どもの育ちを止めてしまうことにつながることを、ご講演を聞いて
本当だと思いました。

• 今、まさに悩んでいる「自立」に関して、お話が聞けて良かったです。
わかっているけど、普段できていないこともたくさんありました。今
日はまず、家に帰って子どもの話を最後まで、しっかり聞いてあげ
たいです。

• 子どもが「自立」をするために、まず、周りの我々大人の関わりを
しっかり見つめ直す必要があると感じました。山崎先生の体験型
の講演が大変おもしろく、たくさんの子どもと関わるヒントがちりば
められていて、ためになりました。

早速、席替えから講演がスタート！
• 1人で参加したので、「じゃんけんであいこになったらペア成立」と聞い
て「えー！」と思ってしまった。1人目で幸運にもペアになり、お相手が
とても良い方で、ゲームもお話も大変楽しくできたし、このような機会で
なければお話できなかったので、とても貴重な経験になった。やまさん
の講演は笑いあり、涙あり、気づきありの大変勉強になるお話だった。
すぐ「えー」と言い、子どもの話をさえぎる私には、戒めになった。気を
付けます！

• メモをとりたいことが多くあり、学びや気づきがありました。手遊
び（はい・いは、じゃんけん数ゲーム）は早速取り入れてみます。
つい、「えー」と言ってしまう自分を、これからは「おー」と言うよ
うにします。否定されない安心感を。子どもは自分で考える力
があると信じて待つことなど実践したい。子どもからいろんな話
を引き出して、話をよく聞こう、言葉にする機会を増やそうと思
いました。手遊びを交え

ながらの楽し
い講演会♪

子どもの話を「聴く」ときに大事
なことを教えていただきました。

参加者の声



山下 俊彦 会長 小森委員・塚本座長

令和６年度南丹地区子育て支援協議会委員の紹介開会あいさつ 大会宣言

当日は、PTAや民生委員など子育て支援に関係する方、約170名の
参加がありました。本フォーラムは、南丹教育局と南丹地区子育て支援
協議会の主催で開催をしています。参加者の感想とともに紹介します。

（敬称 略）
・会長（京都府南丹教育局長） 山下 俊彦
・座長（学識経験者） 塚本 綏佳子
・副座長（京丹波町社会教育委員） 澤井 安子
・府ＰＴＡ協議会理事ＯＢ 荒木 真
・南丹保健所福祉課 石川 真紀
・京丹波町立丹波ひかり小学校栄養教諭 榎川 久仁子
・亀岡市立図書館 館長 小川 博久
・南丹公立幼稚園こども園園長会 会長 北村 恵里子
・亀岡市立公立保育所
子育て支援推進協議会 会長 黒木 仁美
・京丹波町教育委員会社会教育課
社会教育指導員 小森 誠
・亀岡市学校保健会養護教員部会長 高谷 三恵
・一般社団法人 日本ﾌｧﾐﾘｰﾅﾋﾞｹﾞｰﾀｰ協会
代表理事 田中 美賀子
・南丹保健所保健課 堤 和香子
・南船小学校教頭会 会長 㮈本 純子
・川辺おやじの会 会長 平野 清久
・南丹市 主任児童委員 薮本 好央
・NPO法人 グローアップ代表 山口 桂子
・京丹波町ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 山崎 由樹

各分科会の様子

• 知らない人との遊びの中でも、
徐々に対話が生まれ、お互
いを気遣いながら盛り上がっ
ていく過程に学ぶことがたくさ
んあった。帰って我が子とも
遊びも会話も楽しみたい。

• ゆずりあいや偶然の面白さ、
夢中になれました。手作りで
できる楽しい遊びを教えてい
ただき、体験できて楽しかっ
たです。

• 絵本からしばらく離れていた
ので、ほっとするひとときでし
た。

• 改めて絵本の素晴らしさを知
ることができました。まだ出
会ったことのなかった絵本に
出会えてよかったです。

• 参加されたみなさんと絵本の
交流をすることがとても楽し
かったです。

• いろんなレシピを教えてもら
い、参考になりました。ぜひ、
子どもと一緒に作ろうと思い
ます。

• たくさんの簡単メニューをみ
なさんから聞くことができて、
毎日忙しい中、できるレパー
トリーができました。早速、今
晩から楽しんで作りたいと思
います。

• さまざまな校種・地域の方
のPTA活動の様子が交流
できてよかったです。リー
ダーのバイタリティが活動
の力になっていることも発
表を通して感じました。

• 悩みを共有し、課題解決の
共有ができました。より自
分事として捉えることができ
ました。

• 幸せな気持ちになれてよ
かった。幸せと感じる時を
改めて考えた時に、すぐそ
ばにあると思いました。

• それぞれの幸せを聞かせ
ていただいて、自分の幸せ
について考えることができ
た。ゆっくり自分のことを考
えるいい機会になりました。


